
ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
個
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
(
一
)
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1
法
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と
限
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1

本
稿
の
関
心
、
対
象
、
構
成

近
年
、
わ
が
閣
の
民
間
部
門
を
対
象
と
し
た
労
働
法
制
に
お
い
て
は
、
個
別
労
働
紛
争
解
決
促
進
法
、
労
働
審
判
法
の
成
立
に
代
表
さ

れ
る
、
個
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
の
整
備
が
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
学
説
・
実
務
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
個
別
労
働
紛

争
処
理
制
度
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
は
、
一
展
用
関
係
の
実
情
を
踏
ま
え
た
簡
易
迅
速
な
紛
争
解
決
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る

が
、
こ
の
日
的
を
実
現
す
る
上
で
は
、
雇
用
関
係
の
現
場
に
近
い
立
場
に
あ
る
当
事
者
の
手
で
設
計
、
運
用
さ
れ
る
紛
争
処
理
制
度
が
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
わ
が
国
の
公
務
員
法
制
に
お
け
る
個
別
的
労
働
紛
争
処
理
制
度
の
整
備
に
関
し
て
は
、
民
間
部
門
ほ
ど
目
立
っ
た
動
き
は
見
ら

れ
な
い
。
し
か
し
、
民
間
部
門
に
お
け
る
右
の
よ
う
な
動
き
の
要
因
と
な
っ
た
雇
用
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の
多
く
は
公
務
部
門
に
も
妥

当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
労
働
(
勤
務
関
係
)
紛
争
処
理
制
度
整
備
の
必
要
性
は
、
民
間
部
門
同
様
、
将
来
的
に
高
ま
る
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。

も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
前
述
し
た
雇
用
関
係
に
現
場
に
近
い
立
場
に
あ
る
当
事
者
の
予
に
よ
る
紛
争
処
理
制
度
の
重
要
性
は
、
こ
う
し
た

状
況
の
ド
で
公
務
部
門
に
も
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
方
で
、
法
令
の
定
め
や
任
命
(
免
)
権
者
の
行
政
処
分
が
勤
務
関
係
の
設

定
、
内
容
を
広
汎
に
規
律
す
る
公
務
員
の
勤
務
関
係
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
当
事
者
の
手
に
よ
る
紛
争
処
理
制
度
の
機
能
は
少
な
か
ら

ぬ
制
約
を
受
け
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
公
務
員
制
度
に
お
け
る
、
雇
用
関
係
の
「
当
事
者
」

i
i
具
体
的

に
は
公
的
使
用
者

G
5
r
z色
毛
色
、
公
的
被
用
者
(
宮
g
n
2
6
H
C宮
町
)
及
び
、
公
的
被
用
者
を
代
表
す
る
労
働
組
合
の
一
部
又
は

全
部
を
指
す
も
の
と
す
る
1
1
1
の
手
で
行
わ
れ
る
、
労
働
協
約
上
の
苦
情
処
理
・
仲
裁
制
度
や
、
公
的
使
用
者
が
独
自
に
設
け
る
苦
情

処
理
制
度
等
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
制
に
お
け
る
個
別
的
労
働
紛
争
処
理
制
度
と
し
て
は
、
シ
ヴ
イ
ル
・
サ
l
ヴ
イ

ス
・
シ
ス
テ
ム
上
の
身
分
保
樟
制
度
の
一
環
と
し
て
の
、
不
利
話
処
分
に
対
す
る
人
事
行
政
機
関
に
よ
る
不
服
審
査
が
代
表
的
で
あ
る
が
、

お
に
述
べ
た
よ
う
な
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
紛
争
処
理
制
度
が
、
民
間
部
門
に
お
け
る
同
種
の
制
度
や
、
公
務
部
門
に
お
け
る
(
通
常

は
よ
り
フ
ォ
ー
マ
ル
な
制
度
で
あ
る
)
「
当
事
者
」
と
は
別
個
の
行
政
機
関
(
人
事
行
政
機
関
等
)
の
手
に
よ
る
紛
争
処
理
制
度
と
の
関

係
で
、
い
か
な
る
独
引
の
存
在
意
義
を
持
ち
う
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
紛
争
処
班
制
度
は
、
法
令
等
に
よ
っ
て

い
か
な
る
制
約
を
受
け
る
の
か
、
と
い
う
点
に
着
目
し
た
検
討
を
行
う
こ
と
は
、
わ
が
国
の
公
務
員
法
制
に
お
け
る
倒
別
的
労
働
(
勤
務

関
係
)
紛
争
処
理
制
度
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
上
で
、
参
考
に
な
る
函
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
検
討
は
、
公
務
員

法
学
に
お
け
る
最
も
根
本
的
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
、
公
務
員
の
勤
務
関
係
の
民
間
部
門
の
労
働
関
係
と
の
異
同
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

ア
メ
リ
カ
法
の
状
況
を
考
察
す
る
上
で
も
、
貴
重
な
検
討
の
素
材
に
な
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
関
心
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
、
前
述
の
意
味
で
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
偶
別
的
労

働
紛
争
処
理
制
度
の
中
で
も
っ
と
も
発
達
し
た
制
度
で
あ
る
、
労
働
協
約
k
の
苦
情
処
理
・
仲
裁
制
度
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
に
つ
い
て
葉



点
を
お
い
て
検
討
し
た
(
第
一
章
)
後
、
そ
れ
以
外
の
制
度
に
つ
い
て
も
触
れ
た
(
第
二
章
)
う
え
で
、
わ
が
国
公
務
員
法
へ
の
示
唆
も

含
め
た
考
祭
を
行
う
(
第
三
章
)
。
も
っ
と
も
、
次
章
以
下
の
記
述
に
お
い
て
そ
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
公
務
員

法
は
、
法
域
ご
と
の
多
様
性
が
相
当
に
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
検
討
は
、
筆
者
の
能
力
が
及
ぶ
範
聞
内
で
、
前
記
関
心
に
基
づ
い

て
ア
メ
リ
カ
法
の
状
況
を
考
察
す
る
に
十
分
で
あ
る
と
一
応
考
え
ら
れ
る
範
囲
に
検
討
の
対
象
を
止
め
た
非
網
羅
的
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
章

労
働
協
約
上
の
苦
情
処
理
・
仲
裁
制
度

本
章
で
は
、
労
働
協
約
上
の
苦
情
処
理
・
仲
裁
法
理
に
つ
い
て
、
民
間
部
門
の
仲
裁
法
理
と
の
対
比
お
よ
び
、
シ
ヴ
イ
ル
・
サ
l
ヴ
イ

ス
・
シ
ス
テ
ム
上
の
不
利
益
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
制
度
と
の
関
係
に
特
に
留
意
し
つ
つ
検
討
す
る
。

第
一
節

緒
説

労
働
協
約
上
の
苦
情
処
理
・
仲
裁
制
度
の
概
要
お
よ
び
法
的
位
置
づ
け

本
章
で
取
り
上
げ
る
、
労
働
協
約
上
の
苦
情
処
理
・
仲
裁
制
度
と
は
、
労
働
協
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
、
当
該
協
約
の
解
釈
を
め
ぐ

る
被
用
者
の
苦
情
を
解
決
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
通
常
、
被
用
者
が
申
立
て
た
苦
情
を
、
よ
り
下
位
の
担
当
者
か
ら
上

位
の
担
当
者
へ
と
進
む
数
段
階
に
わ
た
る
苦
情
処
理
手
続
に
付
し
、
そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
場
合
に
協
約
の
定
め
に
従
っ
て
選
出
さ
れ
る

単
独
又
は
委
員
会
構
成
の
仲
裁
人
に
当
該
苦
情
を
付
託
し
(
被
用
者
側
に
お
い
て
仲
裁
付
託
の
是
非
を
決
定
す
る
の
は
通
常
は
組
合
で
あ

る
)
、
仲
裁
裁
定
に
解
決
を
委
ね
る
と
い
う
形
を
と
る
。
仲
裁
人
の
裁
定
は
多
く
の
場
合
、
当
該
苦
情
に
関
す
る
終
局
的
か
つ
拘
束
力
の

あ
る
(
皆
白

Z
邑
窓
口
弘
宙
開
)
解
決
と
さ
れ
る
(
た
だ
し
、
仲
裁
裁
定
の
法
的
効
力
は
裁
判
所
等
に
お
い
て
争
い
う
る
)
。

ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
個
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
(
一
)
〈
川
田
)
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
労
働
協
約
上
の
苦
情
処
理
・
仲
裁
制
度
は
ま
ず
民
間
部
門
で
発
達
し
、
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
一
九

六
O
年
頃
ま
で
に
は
法
的
に
も
尊
重
を
受
け
、
労
働
協
約
上
の
主
要
な
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
一
方
、
公
務

部
門
に
お
け
る
労
働
協
約

t
の
仲
裁
制
度
は
、
か
つ
て
は
公
的
使
用
者
の
決
定
権
限
を
他
に
委
譲
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
権
限

不
可
譲
性
の
法
理

(Eロ
ム
丘
町
間
呂

g
号

aEm)
に
恭
づ
い
て
、
労
働
協
約
そ
の
も
の
と
河
様
に
違
憲
も
し
く
は
違
法
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
一
九
五

0
年
代
末
か
ら
六

0
年
代
に
か
け
て
の
時
期
以
降
、
連
邦
政
府
や
多
く
の
州
に
お
い
て
公
務
員
の
団
体
交
渉
法
制

が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
て
公
務
部
門
に
お
い
て
も
民
間
部
門
で
既
に
確
立
し
た
存
在
で
あ
る
労
働
協
約
上
の
苦
情
処
理
、
仲
裁
制
度
が
広

く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
権
限
不
可
譲
性
を
理
由
と
し
て
労
働
協
約
上
の
仲
裁
制
度
の
可
能
性
が
一
律
に

否
定
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

一
方
、
全
国
労
働
関
係
法

(
N
L
R
A
)
の
州
法
に
対
す
る
先
占
苛
吋
再
開
呂
田
訟
。
ロ
)
に
基
づ
き
統
一
的
な
法
理
が
形
成
さ
れ
て
い
る
民

間
部
門
と
は
異
な
り
、
公
務
員
団
体
交
渉
法
の
領
域
で
は
、
連
邦
法
の
管
轄
が
及
ぶ
の
は
連
邦
公
務
員
に
限
ら
れ
、
州
政
府
及
び
自
治
体

の
被
用
者
に
つ
い
て
は
州
法
の
管
轄
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
公
務
員
の
団
体
交
渉
法
制
や
協
約
上
の
仲
裁
に
関
す
る
法
制
度
・
法
理
は
法

域
ご
と
の
多
様
性
が
相
当
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
法
制
度
の
中
に
は
、
今
日
で
も
労
働
協
約
の
法
的
効
力

を
明
文
で
否
定
す
る
も
の
も
存
在
し
て
お
り
(
ノ

l
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
、
テ
キ
サ
ス
州
)
、
こ
こ
で
は
労
働
協
約
上
の
仲
裁
制
度
は
当

然
存
在
し
得
な
い
。
4

方
多
く
の
法
制
度
に
お
い
て
は
、
労
働
協
約
の
効
力
を
認
め
る
と
と
も
に
、
労
働
協
約
に
お
い
て
苦
情
処
理
・
仲

裁
制
度
を
定
め
る
こ
と
を
一
許
容
す
る
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
更
に
進
ん
で
労
働
協
約
は
原
則
と
し
て
苦
情
処
理
・
仲
裁
手
続
に

関
す
る
規
定
を
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
る
規
定
も
存
在
す
る
(
た
と
え
ば
連
邦
政
府
、
フ
ロ
リ
ダ
州
)
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
の

下
で
、
今
日
で
は
公
務
部
門
の
労
働
協
約
の
ほ
と
ん
ど
は
、
苦
情
処
理
・
仲
裁
手
続
を
定
め
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。



民
間
部
門
に
お
け
る
仲
裁
法
理

こ
こ
で
、
次
節
以
下
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
公
務
部
門
と
の
比
較
の
対
象
と
な
る
、
民
間
部
門
に
お
け
る
労
働
協
約
上
の
仲
裁
に
関
す

る
法
理
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
一
九
五

0
年
代
後
半
以
降
の
一
連
の
連
邦
最
高
裁
判

決
に
よ
り
、
裁
判
所
が
仲
裁
人
の
判
断
を
尊
重
し
、
仲
裁
手
続
や
仲
裁
裁
定
に
関
す
る
介
入
を
抑
制
す
る
仲
裁
尊
重
法
現
が
確
立
し
て
い

る。
労
働
協
約
上
の
仲
裁
手
続
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
る
裁
判
上
の
問
題
と
し
て
は
、
協
約
当
事
者
の
一
方
が
仲
裁
付
託
を
拒
否
し
て
い
る
場
合

に
裁
判
所
が
仲
裁
付
託
を
強
制
し
う
る
か
と
い
う
問
題
と
、
仲
裁
人
に
よ
る
裁
定
が
な
さ
れ
た
後
に
当
該
裁
定
の
履
行
を
裁
判
所
が
強
制

し
う
る
か
と
い
う
問
題
と
が
あ
る
。

富
2
1事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
労
働
協
約
上
の
仲
裁
付

託
条
項
に
基
づ
い
て
、
仲
裁
付
託
の
強
制
を
命
じ
う
る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
。
次
い
で
、
ス
テ
ィ

i
ル
ワ
l
カ
l
ズ
三
部
作
首
席
問
}
f

ヨ
晃
司
a
H，E
c
m可
)
と
称
さ
れ
る
連
邦
最
高
裁
の
三
判
決
の
一
つ
〉
5
2
n
g
Zな
事
件
に
お
い
て
、
苦
情
の
実
体
判
断
は
仲
裁
人
に
委

ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
裁
判
所
は
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
苦
情
に
つ
い
て
も
、
そ
の
こ
と
を
理
由
と
し
て
仲
裁
付
託
の

強
制
を
否
定
で
き
な
い
と
の
判
断
が
、
同
じ
く
当
時
ロ
a
h
w
c
z
R
Z同
三
駒
田

C
S
事
件
に
お
い
て
、
問
題
と
な
る
苦
情
が
協
約
の
定
め
る
仲

裁
付
託
の
対
象
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
は
裁
判
所
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
の
、
仲
裁
付
託
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
な
い
限
り
「
疑

わ
し
き
は
仲
裁
可
能
」
と
い
う
方
向
で
協
約
を
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
の
判
断
が
、
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
、
仲
裁
付
託
の
強
制
可
能
性
に
関

し
て
、
仲
裁
手
続
を
尊
重
し
、
裁
判
所
に
よ
る
介
入
を
抑
制
す
る
判
例
法
理
が
確
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
R
E
R
件

。

z
q
Z
堅
持
邑
S

事
件
は
、
「
厳
密
に
経
営
の
機
能
で
あ
る
事
項
」
を
仲
裁
の
対
象
外
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
経
営
権
条
項
に
基
づ
く
仲
裁
付
託
可
能
性
の
制

約
の
是
非
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
で
あ
り
、
経
営
権
条
項
に
よ
る
仲
裁
付
託
可
能
性
の
制
約
に
つ
い
て
消
極
的
姿
勢
を
示
し
て
い
る
と
い

〕
の
、
っ
ち
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

一
九
五
七
年
の
と
ロ

g
g

ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
穣
府
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
個
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
(
一
)
(
川
田
)
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四

う
点
に
お
い
て
も
意
義
を
有
す
る
。

仲
裁
裁
定
の
履
行
強
制
可
能
性
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ィ
!
ル
ワ

l
カ
l
ズ
三
部
作
の
最
後
の
一
つ
岡
山
口
件
刊
号
江
田
町

品
庁
内
民
事
件
に
お
い
て
、
仲
裁
裁
定
に
関
す
る
仲
裁
人
の
権
限
は
協
約
の
解
釈
に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、
裁
定
が
協
約
か
ら
そ
の
本
質
を

引
き
出
し
て
い
る
(
仏

HZ
宮

g
g
R白
骨
。
日
号
m
m
c出
向

8
5
ぴ
民
官
豆
諸
問
問
『
4
2
5
2
C
限
り
は
当
該
裁
定
は
協
約
の
解
釈
に
よ
る
も
の
と

認
め
ら
れ
、
裁
判
所
は
自
ら
の
協
約
解
釈
と
異
な
る
と
い
う
理
由
で
仲
裁
裁
定
の
適
法
性
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
旨
を
判
示
し
、
こ
の

d
ゐ
話
相
-

場
面
に
お
い
て
も
裁
判
所
は
仲
裁
人
の
判
断
を
基
本
的
に
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

pm) 

吏
に
、
一
九
六
二
年
の
む
司
祭
刊
切
E
W
2
2
事
件
で
は
、
仲
裁
手
続
の
対
象
と
な
る
紛
争
が
協
約
違
反
訴
訟
と
し
て
直
接
裁
判
所
に
提
訴

さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
仲
裁
裁
定
が
出
さ
れ
る
ま
で
訴
訟
手
続
を
停
止
す
る
旨
が
判
示
さ
れ
、
手
続
選
択
と
い
う
一
面
で
も
仲
裁
手
続
は

裁
判
(
協
約
違
反
訴
訟
)
手
続
と
の
関
係
で
尊
重
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
仲
裁
尊
重
法
理
は
、
労
捜
に
よ
る
自
主
的
な
紛
争
解
決
を
通
じ
て
産
業
平
和
を
達
成
す
る
と
い
う

N
L
R
A
の
政
策
理

念
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
る
ο

一
方
、
以
上
の
よ
う
な
仲
裁
尊
重
法
理
の
例
外
と
し
て
、
ま
ず
、
労
働
組
合
の
公
正
代
表
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
仲
裁

手
続
を
経
ず
に
直
接
裁
判
所
に
協
約
違
反
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
仲
裁
裁
定
に
対
す
る
裁
判
所
の
尊
重
も
及
ば
な

ふ以ザ

く
な
る
の
ま
た
、
仲
裁
裁
定
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
に
違
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
や
は
り
仲
裁
裁
定
に
対
す
る
尊
重
は
及

ば
な
く
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
は
、
法
令
や
判
例
に
よ
っ
て
十
分
に
確
立
さ
れ
た
開
明
示
的
な
も
の
に
限
ら

4n~ 

れ
る
。
吏
に
、
制
定
法
上
に
基
づ
く
被
用
者
の
権
利
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
も
、
仲
裁
手
続
の
尊
重
は
及
ば
ず
、
被
用
者
は
こ
の
よ
う

(
斜
)

な
紛
争
に
つ
き
、
仲
裁
手
続
と
は
別
個
に
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。



仲
裁
可
能
性
を
め
ぐ
る
問
題

本
節
で
は
、
公
務
部
門
に
お
け
る
労
働
協
約
上
の
仲
裁
制
度
を
め
ぐ
る
開
題
の
う
ち
、
問
題
と
な
る
苦
情
が
仲
裁
付
託
の
対
象
と
な
る

か
否
か
に
関
す
る
法
的
問
題
を
検
討
す
る
。
こ
の
点
に
お
け
る
民
間
部
門
の
仲
裁
尊
重
法
理
は
、
問
題
と
な
る
苦
情
が
労
働
協
約
上
の
仲

裁
対
象
に
含
ま
れ
る
か
と
い
う
協
約
解
釈
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
公
務
員
法
上
は
、
こ
の
問
題
を
論
じ
る
前
段
階
と
し
て
、
仮
に
当

事
者
が
あ
る
事
項
を
仲
裁
の
対
象
に
す
る
旨
を
合
意
し
て
い
た
と
し
て
、
そ
れ
が
法
律
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
か
否
か
が
問
題
に
な
る
(
法

律
的
な
仲
裁
可
能
性
宏
明
乱
闘
を

gzε))。
こ
れ
に
対
し
、
民
間
部
門
と
向
様
の
協
約
解
釈
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
協
約
上
の
仲
裁
可
能

性

(ngg口
吉
田

-
R
E
E
σ
巳
々
)
と
呼
ば
れ
る
。

第
三
節

法
律
的
な
仲
裁
可
能
性
(
庁
間
色
白
『
窓

5
ゲル戸時々
)

法
律
的
な
仲
裁
可
能
性
の
制
約
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
明
文
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
よ
り
一
般
的
に
は
、
公

務
員
の
勤
務
関
係
や
勤
務
条
件
に
関
す
る
一
定
の
事
項
に
つ
い
て
は
公
的
龍
用
者
に
一
方
的
決
定
権
限
が
法
律
上
留
保
さ
れ
て
お
り
、
間

体
交
渉
や
仲
裁
判
断
の
対
象
と
な
し
え
な
い
と
い
、
っ
、
権
限
不
可
譲
性
の
法
理
が
そ
の
根
拠
と
さ
れ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
権
限
不
可

譲
性
の
法
理
に
基
づ
き
公
務
部
門
に
お
け
る
労
働
協
約
上
の
仲
裁
を
全
面
的
に
否
定
す
る
考
え
方
は
、
今
日
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、

個
別
的
な
問
題
と
の
関
係
で
は
な
お
、
同
法
理
が
仲
裁
可
能
性
一
合
定
の
根
拠
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

権
限
不
可
譲
性
の
法
理
に
よ
っ
て
仲
裁
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
範
囲
は
、
団
体
交
渉
の
対
象
挙
項
を
め
ぐ
る
問
題
の
一
側
面
を
な
す
も

時

}

{

明

U
M

の
で
あ
り
、
義
務
的
団
交
事
項
、
(
そ
の
存
在
を
認
め
る
法
制
度
に
お
け
る
)
任
意
的
団
交
事
項
、
違
法
団
交
事
項
と
い
う
区
分
の
う
ち
、

最
後
の
違
法
団
交
事
項
に
属
す
る
苦
情
の
仲
裁
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
教
員
の
転
任
に
関
す
る
苦
慣
は
任
意
的
団
交
事

項
で
あ
る
と
の
判
断
に
基
づ
い
て
仲
裁
付
託
を
命
じ
た
公
共
部
門
労
使
関
係
局
の
決
定
が
、
同
州
の
公
共
部
門
団
体
交
渉
法
に
お
い
て
は

ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
媛
府
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
悩
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
(
一
)
(
川
出
)

五
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-'-ノ、

任
意
的
団
交
事
項
が
存
在
す
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
右
苦
情
は
義
務
的
団
交
事
項
に
あ
た
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て

(
鴻
)

破
棄
さ
れ
た
ニ
ュ

i
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
自
身
n
m
m
r
t事
件
は
、
法
律
的
な
仲
裁
可
能
性
と
団
交
事
項
の
範
囲
の
結
び
付
き
を
示
す
好
例
と

い
え
る
。

お
の
よ
う
な
交
渉
事
項
の
区
分
は
、
公
務
員
の
勤
務
関
係
、
勤
務
条
件
に
関
す
る
議
会
、
公
的
使
用
者
の
決
定
権
限
と
団
体
交
渉
制
度

{mF 

を
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
第
一
義
的
に
は
議
会
の
立
法
政
策
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
的
使
用
者
の

決
定
権
限
と
団
体
交
渉
制
度
の
聞
の
解
釈
論
的
調
整
の
枠
組
み
と
し
て
は
、
「
バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト

(gEM包
括
宮
間
)
」
と
呼
ば
れ
る
、

政
策
決
定
、
人
員
配
置
、
予
算
管
理
等
の
公
的
使
用
者
の
「
経
営
的
」
決
定
権
限
と
、
被
用
者
の
労
働
条
件
へ
の
影
響
の
重
要
性
に
比
較

(
相
〕

考
量
す
る
判
断
手
法
が
支
配
的
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
判
断
に
基
づ
く
交
渉
事
項
区
分
は
、
任
意
的
団
交
事
項
の
有
無
、
賃
金
交
渉

の
可
吾
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
事
項
の
扱
い
等
の
重
要
な
点
を
含
め
、
法
制
度
ご
と
の
追
い
が
相
当
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ヲ
匂

{
沼
v

権
限
不
可
譲
性
法
理
に
基
づ
く
法
律
ヒ
の
仲
裁
可
能
性
の
制
約
の
代
表
例
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
身
分
保
障
の
な

い
公
的
被
用
者
(
と
り
わ
け
テ
ニ
ュ
ア
を
有
し
な
い
教
員
)
の
解
雇
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
最
高

裁
判
所
判
決

p
z
g事
件
で
は
、
教
員
を
選
抜
す
る
教
育
委
員
会
の
権
限
は
生
徒
及
び
学
校
区
の
利
益
の
た
め
に
委
員
会
自
身
で
行
使

さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
委
譲
、
放
棄
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、
試
用
期
間
満
了
後
の
教
員
の
契
約
打
ち
切
り
を
め
ぐ
る
苦
情
の
仲
裁
可

能
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
権
限
不
可
譲
性
法
理
に
よ
る
仲
裁
可
能
性
の
制
約
の
実
質
的
根
拠
は
、
当
該
事
項

に
関
す
る
団
体
交
渉
の
当
事
者
以
外
の
利
害
関
係
者
の
存
在
を
重
視
す
る
政
策
判
断
に
求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
事
案
で
権
限
不
可
譲
性
が
問
題
に
さ
れ
る
の
は
、
解
雇
そ
の
も
の
よ
り
は
む
し
ろ
、
復
職
裁
定
に
も
っ
て
も

た
ら
さ
れ
う
る
(
慌
周
期
間
満
了
後
も
雇
用
さ
れ
続
け
た
も
の
と
し
て
の
)
身
分
保
障
の
付
与
が
問
題
に
な
る
た
め
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
た
め
、
身
分
保
障
の
な
い
被
用
者
の
解
麗
問
題
に
つ
い
て
は
、
身
分
保
障
の
問
題
に
直
結
さ
せ
な
い
形
で
の
仲
裁
の
あ
り
方
が
模
索



さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
仲
裁
可
能
性
を
否
定
し
な
い
方
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、
先

{
担
)

の
台
}
ぎ
町
田
事
件
と
同
年
の
最
高
裁
判
決
∞
o
z
S
O
B
-玄
白
旦
nw
事
件
に
お
い
て
、
協
約
に
違
反
す
る
手
続
で
使
用
期
間
満
了
後
に
契
約
を

打
ち
切
ら
れ
た
教
員
に
つ
い
て
身
分
保
障
な
し
で
協
約
上
の
手
続
に
則
っ
た
能
力
の
再
評
価
に
必
要
な
期
間
の
復
職
を
命
じ
る
仲
裁
裁
定

は
、
身
分
保
障
の
な
い
教
員
を
解
雇
す
る
(
不
可
譲
な
)
教
育
委
員
会
の
権
限
と
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
裁
定
の
効
力
が
肯

定
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
判
断
は
他
の
州
の
判
例
に
も
見
ら
れ
る
。

協
約
上
の
仲
裁
可
能
性
(
口

g
g
n
gと
R
E
g
g
S
)

労
働
協
約
に
基
づ
く
仲
裁
付
託
が
強
制
さ
れ
る
た
め
に
は
、
協
約
上
の
仲
裁
付
託
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
問

題
は
、
仲
裁
付
託
に
至
る
手
続
的
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
と
、
問
題
と
な
る
苦
情
が
協
約
の
定
め
る
仲
裁
対
象
に
含
ま

れ
る
か
と
い
う
問
題
に
区
別
さ
れ
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
判
断
は
原
則
と
し
て
仲
裁
人
に
委
ね
ら
れ
る
(
仲
裁
付
託
否
定
の
理
由
に

は
な
ら
な
い
)
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
後
者
の
問
題
は
、
原
則
と
し
て
司
法
判
断
の
対
象
と
さ
れ
る
が
、
民
間
部
門
に
お
い
て
は
、
仲

裁
尊
重
法
理
の
一
内
容
と
し
て
、
疑
わ
し
き
に
つ
い
て
は
仲
裁
可
能
性
を
肯
定
し
、
協
約
上
の
経
営
権
条
項
は
仲
裁
可
能
性
否
定
の
根
拠

と
し
て
は
積
極
的
に
考
慮
し
な
い
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
反
駁
不
可
能
と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど
広
汎
に
仲
裁
可
能
性
を
肯
定
す
る
判
例
法
理
が
存

在
し
て
い
る
。

F

M
品
J

こ
の
よ
う
な
仲
裁
尊
重
法
理
は
、
多
く
の
法
域
に
お
い
て
、
公
務
部
門
の
仲
裁
に
関
す
る
判
例
法
理
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
一
例
と

〔
却
)

し
て
ミ
シ
ガ
ン
州
最
高
裁
判
決
烈
弘

2
?
z
o
g
g
u庄
内
問
。
口
事
件
は
、
協
約
中
に
、
問
題
と
な
っ
た
苦
情
(
テ
ニ
ユ
ア
の
な
い
教
員
の
契

約
更
新
打
ち
切
り
)
が
仲
裁
対
象
に
な
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
一
方
、
教
員
の
採
用
に
関
す
る
教
育
委
員
会
の
決
定
権
限
を
留
保

す
る
経
営
機
条
項
が
存
在
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
が
、
最
高
裁
は
、
ス
テ
ィ

i
ル
ワ
l
カ
I
ズ
三
部
作
で
示
さ
れ
た
仲
裁
に
好
意
的
な

ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
一
雇
用
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
個
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
(
一
)
(
川
悶
)

F七
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(
N
L
R
A
の
)
政
策
判
断
は
同
州
の
公
共
部
門
被
用
者
団
体
交
渉
法
に
も
妥
当
す
る
と
し
た
上
で
、
実
質
的
に
〉
B
包
E
ロ

へ
判
、

と
を
R
氏
。
『
件
。
ロ
弓
之
を
仲
間
邑
c
p
事
件
の
判
旨
を
本
件
事
案
に
適
用
す
る
判
断
に
基
づ
い
て
仲
裁
可
能
性
を
肯
定
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
表
面
上
は
民
間
部
門
の
仲
裁
尊
重
法
理
を
採
用
し
、
同
法
理
に
基
づ
い
て
当
該
苦
情
が
仲
裁
対
象
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
が

明
ら
か
な
場
合
に
当
た
る
と
し
て
仲
裁
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
判
決
の
中
に
は
、
実
質
的
に
み
れ
ば
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
法
律

豆
町
間
・
事
件

に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
る
退
職
給
付
プ
ラ
ン
の
適
用
関
係
を
め
ぐ
る
苦
情
で
あ
る
こ
と
(
コ
ネ
テ
イ
カ
ッ
ト
州
の
最
高
裁
判
決
皆

5
5口

事
件
)
や
、
協
約
上
の
経
営
権
条
項
の
存
在
(
オ
レ
ゴ
ン
州
の
控
訴
審
判
決
ぎ
邑
g
n
Z事
件
)
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
て
協
約
解
釈
(
特

に
公
的
使
用
者
の
意
思
解
釈
)
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
苦
情
の
実
体
判
断
に
踏
み
込
ん
で
い
る
と
も
見
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
こ

と
が
学
説
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
ポ

ま
た
、
協
約
上
の
仲
裁
可
能
性
に
つ
い
て
、
民
間
部
門
の
仲
裁
尊
重
法
理
と
は
異
な
り
、
よ
り
狭
く
解
す
る
判
断
枠
組
み
合
と
る
州
も

円
叫
子

存
在
す
る
。
こ
う
し
た
傾
向
を
も
っ
と
も
如
実
に
示
す
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
あ
り
、
向
州
の
最
高
裁
判
所
判
決
ピ
〈
伯
母

g-事
件
は
、

公
共
部
門
に
お
い
て
は
民
間
部
門
と
異
な
り
、
伶
裁
に
好
意
的
な
政
策
判
断
の
歴
史
は
浅
く
、
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
の
仲
裁
の
有
効
性

も
十
分
に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
納
税
者
の
代
表
の
責
務
は
広
汎
で
本
米
的
に
は
不
可
譲
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由

に
挙
げ
、
仲
裁
可
能
性
が
協
約
上
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
こ
れ
を
否
定
す
る
と
い
う
、
民
間
部
門
と
は
全
く
逆
の
方
向
性
を
示

n

必
)

し
て
い
る
。
ミ
ネ
ソ
タ
州
最
高
裁
判
所
も
、
〉
塁
王
宮
阜
事
件
に
お
い
て
、
問
題
と
な
る
苦
情
が
任
意
的
間
交
事
項
に
属
す
る
問
題
で
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
背
情
の
仲
裁
可
能
性
の
摂
拠
と
な
る
協
約
条
項
は
明
瞭
で
誤
解
の
余
地
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
判

示
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
「
疑
わ
し
き
は
仲
裁
可
能
」
と
い
う
手
法
を
採
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。



公
務
員
法
上
の
身
分
保
障
制
度
と
仲
裁
可
能
性
の
関
係

シ
ヴ
ィ
ル
・
サ
l
ヴ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
等
に
基
づ
い
て
身
分
保
障
を
有
す
る
公
的
被
用
者
に
対
す
る
解
雇
、
懲
戒
等
の
不
利
益
処
分
に

つ
い
て
は
、
法
令
上
に
処
分
の
実
体
的
要
件
が
定
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
手
続
保
障
の
一
環
と
し
て
人
事
行
政
委
員
会
等
へ
の
不
服
申
立

〈

M
叩

)

手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
σ

こ
の
よ
う
な
身
分
保
障
制
度
の
対
象
と
な
る
不
利
益
処
分
に
関
す
る
苦
情
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
重
要
な
人

事
行
政
機
能
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
と
か
、
法
令
上
に
定
め
ら
れ
た
事
項
で
あ
る
と
の
理
由
で
法
律
的
な
仲
裁
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
か

否
か
、
あ
る
い
は
、
仲
裁
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
に
は
仲
裁
手
続
と
法
令
上
の
不
服
申
立
手
続
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
等
の
問
題

が
生
じ
る
。

こ
の
点
に
関
す
る
立
法
に
は
、
①
協
約
上
の
仲
裁
手
続
が
存
在
す
る
場
合
に
は
そ
ち
ら
が
優
先
し
、
仲
裁
手
続
が
な
い
場
合
に
限
っ
て

法
令
上
の
不
服
申
立
制
度
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
も
の
(
た
と
え
ば
ア
イ
オ
ワ
州
、
メ
ー
ン
州
、
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
(
州
政
府
被
用
ち
て

②
被
用
者
が
仲
裁
手
続
か
不
服
申
立
手
続
の
う
ち
一
方
(
の
み
)
を
選
択
し
う
る
と
す
る
も
の
(
た
と
え
ば
連
邦
政
府
、
フ
ロ
リ
ダ
州
、

ミ
ネ
ソ
タ
州
)
、
③
不
利
益
処
分
に
関
す
る
協
約
規
定
の
効
力
が
シ
ヴ
イ
ル
・
サ

i
ヴ
ィ
ス
・
シ
ス
テ
ム
立
法
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
こ

Am} 

と
は
な
い
旨
を
定
め
る
が
、
仲
裁
手
続
と
不
服
申
立
手
続
の
関
係
に
は
特
に
言
及
し
な
い
も
の
(
た
と
え
ば
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
)
、
④
不
利

益
処
分
に
関
す
る
苦
情
処
理
・
仲
裁
手
続
を
義
務
的
団
交
事
項
と
定
め
る
が
、
仲
裁
手
続
と
不
服
申
立
手
続
の
関
係
に
は
特
に
言
及
し
な

い
も
の
(
た
と
え
ば
ネ
ヴ
ア
ダ
位
「
⑤
団
交
禁
止
事
項
と
し
て
明
示
さ
れ
る
シ
ヴ
イ
ル
・
サ
l
ヴ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
上
の
諸
制
度
の
中

{
招
〕

に
不
利
益
処
分
を
含
め
て
い
な
い
も
の
(
た
と
え
ば
コ
ネ
テ
イ
カ
ッ
ト
州
(
州
政
府
)
、
ニ
ュ

l
ハ
ン
プ
シ
ャ
l
州
)
⑥
一
定
の
事
項
に

つ
い
て
仲
裁
可
能
性
を
否
定
す
る
定
め
を
置
く
も
の
(
た
と
え
ば
ニ
ュ
!
ジ
ャ
ー
ジ
ー
弘
「
⑦
他
の
法
律
と
の
抵
触
が
生
じ
る
場
合
に

間
交
又
は
協
約
締
結
を
禁
止
す
る
旨
の
抽
象
的
な
規
定
を
置
く
も
の
(
た
と
え
ば
ア
イ
オ
ワ
州
、
イ
リ
ノ
イ
肱
)
、
な
ど
の
多
様
な
類
型

が
見
ら
れ
、
ア
イ
オ
ワ
州
の
よ
う
に
、
複
数
の
類
型
の
規
定
が
併
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
一
雇
用
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
個
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
(
一
)
(
川
悶
)

九
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…
方
、
こ
の
よ
う
な
立
法
に
よ
る
解
決
が
図
ら
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
法
律
の
規
定
が
一
義
的
に
問
題
を
解
決
し
な
い
場
合
に
は
、
解

釈
論
的
な
解
決
が
関
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
仲
裁
可
能
性
に
関
す
る
判
例
を
見
る
と
、
今
日
で
は
、
こ
れ
を
肯
定
す

(
部
ザ

る
裁
判
例
が
多
数
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。
あ
え
て
一
般
的
に
い
え
ば
、
こ
う
し
た
判
例
は
、
協
約
上
の
正
当
事
由
条
項
や
仲
裁
条
項

を
、
身
分
保
障
制
度
と
は
別
個
独
立
し
た
公
的
使
用
者
の
人
事
権
に
対
す
る
制
限
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
こ
う
し
た
条
項
を
設
け
る
こ
と

A

開
)

は
、
身
分
保
障
制
度
の
侵
食
に
も
使
用
者
の
人
事
権
の
許
さ
れ
な
い
委
譲
に
も
当
た
ら
な
い
と
し
て
仲
裁
可
能
性
を
肯
定
す
る
も
の
だ
と

い
え
る
。
仲
裁
手
続
と
不
服
申
立
手
続
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
が
な
く
表
面
上
両
手
続
が
並
存
す
る
場
合
に
は
、
救
済
方
法

の
選
択

E
R
gロ
え

a
B
aも
や
訴
権
放
棄
等
の
法
理
の
適
用
が
あ
る
結
果
と
し
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
を
利
用
で
き
る
選
択
的
な

関
係
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

仲
裁
裁
定
の
司
法
審
査
を
め
ぐ
る
問
題

本
節
に
お
い
て
は
、
仲
裁
裁
定
が
な
さ
れ
た
後
の
段
階
に
お
け
る
、
そ
の
司
法
審
査
(
裁
定
の
強
制
可
能
性
を
め
ぐ
る
裁
判
上
の
争
い
)

に
関
す
る
法
的
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

第
四
節

仲
裁
裁
定
の
司
法
審
査
に
関
す
る
一
般
的
判
断
枠
組
み

民
間
部
門
に
お
い
て
は
、
仲
裁
裁
定
の
司
法
審
査
に
つ
い
て
、
判
例
法
で
あ
る
仲
裁
尊
重
法
理
の
一
内
容
と
し
て
、
仲
裁
人
の
権
限
は

基
本
的
に
労
働
協
約
の
解
釈
に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、
仲
裁
裁
定
が
そ
の
本
質
を
労
働
協
約
か
ら
引
き
出
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、

裁
判
所
は
仲
裁
人
の
判
断
を
尊
重
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
(
エ
ッ
セ
ン
ス
・
テ
ス
ト
)
、
ま
た
、
仲
裁
人
が
協
約
の
解
釈
と
い
う
そ
の
権
限

{
曲
v

を
逸
脱
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
、
仲
裁
裁
定
の
履
行
強
制
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。



一
方
、
公
務
部
門
の
う
ち
、
州
法
の
適
用
対
象
と
な
る
州
・
自
治
体
の
公
務
員
法
制
上
は
、
仲
裁
裁
定
に
対
す
る
司
法
審
査
の
判
断
基

準
は
、
制
定
法
(
そ
の
多
く
は
統
一
仲
裁
法
(
包
昆

P
S
K立
g
Eロ
〉
口
問
)
を
モ
デ
ル
と
し
た
州
の
仲
裁
法
)
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

{

町

出

}

い
が
、
民
間
部
門
同
様
に
判
例
法
に
よ
る
例
も
見
ら
れ
る
(
連
邦
公
務
員
制
度
に
関
し
て
は
後
掲
一
一
一
を
参
照
)
。

こ
う
し
た
判
断
基
準
の
定
め
方
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
判
例
に
お
い
て
は
、
こ
こ
で
も
民
間
部
門
の
仲
裁
尊
重
法
理
と
同
様
に
司

A

田
v

法
審
査
に
対
す
る
謙
抑
的
姿
勢
を
一
不
す
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
イ
リ
ノ
イ
州
の
最
高
裁
判
決

U
8
F
え
宮

g
E
回
目
阻
害

内
凶

w

事
件
で
は
、
関
口
言
宝
田
町
者
宮
品
目
待
。
R
P
G
-事
件
等
の
連
邦
判
例
に
言
及
し
つ
つ
、
仲
裁
裁
定
に
対
す
る
司
法
審
査
の
範
聞
は
限
定
的

で
あ
る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
上
で
、
解
雇
一
、
懲
戒
処
分
に
際
し
て
協
約
上
必
要
と
定
め
ら
れ
て
い
た
正
当
事
由
(
右
翼

ngg)
の
有
無

の
判
断
は
仲
裁
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
し
て
仲
裁
裁
定
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
判
例
の
中
に
は
、
仲
裁
裁
定
に
対
し
て
よ
り
積
極
的
な
司
法
審
査
を
行
う
も
の
も
存
在
す
る
こ
と
が
、
学
説
等
に
よ
っ
て
指
摘

A

H
叩
]

さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
最
高
裁
判
所
は
、
公
務
部
門
に
お
け
る
労
働
協
約
上
の
仲
裁
裁
定
に
対
す
る
司
法
審
査
に
つ
い

て
、
当
該
裁
定
の
協
約
解
釈
が
「
合
理
的
に
成
り
立
ち
う
る

(BBose-可
骨
g
s
g
o
)
」
と
い
う
、
民
間
部
門
の
仲
裁
尊
重
法
理
以
上
に

{

邸

}

A

U

}

積
極
的
な
司
法
審
査
を
許
容
す
る
と
見
ら
れ
る
基
準
を
立
て
て
お
り
、

ω室
町
が

g間
百
円
師
事
件
で
は
こ
の
基
準
を
適
用
し
て
仲
裁
裁
定
の

効
力
を
否
定
し
て
い
る
。
同
事
件
の
苦
情
は
、
協
約
が
定
め
る
医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
制
度
自
体
は
州
政
府
全
体
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
)

に
お
け
る
処
方
薬
の
自
己
負
担
分
を
法
改
正
に
伴
っ
て
引
き
上
げ
る
こ
と
の
可
否
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
は
、
州
政
府
が
政
府

全
体
で
制
度
を
統
一
的
に
取
り
扱
う
意
図
を
持
ち
つ
つ
協
約
を
締
結
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
し
て
積
極
的
な
協
約
解
釈
に
立
ち

(
聞
)

入
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
σ

ま
た
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
州
の
最
高
裁
判
所
は
、
昌
宏
骨
ザ
広
島
削
除

}gsm
〉
信
任

g
q事
件
お
よ
び
岡
田
島

4
8骨
虫

ω
E
o
ω
8
5目
撃
件
に

ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
倒
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
(
…
)
(
川
田
)

四
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nuvト

お
い
て
、
職
務
に
関
連
す
る
犯
罪
行
為
(
職
務
上
の
地
位
を
利
用
し
た
詐
欺
と
横
領
)
を
理
由
と
し
て
解
雇
さ
れ
た
管
理
職
の
地
位
に
あ

る
被
用
者
の
復
職
を
命
じ
る
仲
裁
裁
定
に
つ
い
て
、
仲
裁
尊
重
法
理
に
お
け
る
「
エ
ッ
セ
ン
ス
・
テ
ス
ト
」
を
採
用
し
つ
つ
も
、
公
的
使

用
者
が
行
政
機
関
の
清
廉
性

(
5
8
m
S
1
を
確
保
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
被
用
者
を
解
雇
す
る
権
限
を
団
体
交
渉
を
通
じ
て
放
棄
し

て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
、
ず
、
仲
裁
裁
定
は
明
ら
か
に
不
合
理
で
あ
る

(
5
8存
昆
可

g『
2
5
5
σ
主
と
し
て
、
仲
裁
裁
定
を
破
棄
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
行
政
機
関
の
清
廉
性
確
保
と
い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
的
な
考
慮
に
基
づ
き
、
裁
判
所
が
協
約
解
釈
に
踏
み
込
ん
だ

と
見
ら
れ
る
判
断
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
解
緩
や
懲
戒
等
の
不
利
益
処
分
に
正
当
事
自
の
存
在
を
要
求
す
る
、
い
わ
ゆ
る
正
当
事
由
条
項
(
宮
山
内

n
E
8
n
E』
出
向
)
の

解
釈
に
お
い
て
、
仲
裁
人
が
同
種
事
件
に
お
け
る
先
例
や
、
当
該
労
使
の
過
去
の
慣
行
、
震
い
処
分
の
前
に
軽
い
処
分
を
先
行
さ
せ
る
べ

き
こ
と
(
勺
円
高
芯

2
5
e聞の仲間己
5
m
g
p
n
o官
同
)
等
に
基
づ
い
て
判
断
を
す
る
こ
と
の
可
否
も
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
。
民
間
部
門
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
考
慮
す
る
こ
と
は
仲
裁
人
の
判
断
手
法
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
公
務
部
門
に
お
い
て
は
、
仲
裁

尊
重
法
理
自
体
は
採
用
し
つ
つ
も
、
仲
裁
人
の
権
限
は
協
約
解
釈
に
限
ら
れ
、
協
約
内
容
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う

考
え
方
を
厳
格
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
基
づ
く
仲
裁
人
の
判
断
を
、
権
限
逸
脱
と
し
て
破
棄
す
る
事
例
が
少
な
か
ら
ず

(
花
)

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
正
当
事
由
に
該
当
す
る
事
実
を
認
め
つ
つ
、
被
用
者
側
に
有
利
な
情
状
を
考
慮
し
て
処
分
を
軽
減
し
た

{
η
w
 

裁
定
に
つ
い
て
、
協
約
解
釈
と
い
う
仲
裁
人
の
権
限
を
逸
脱
し
て
い
る
と
し
て
裁
定
を
破
棄
す
る
判
断
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
違
反

民
間
部
門
に
お
い
て
は
、
仲
裁
裁
定
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
違
反
の
成
否
に
関
し
て
は
仲
裁
尊
重
は
及
ば
な
い
も
の
と
さ
れ
、
裁
判

所
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
違
反
の
成
否
に
関
し
て
独
自
の
審
査
を
行
っ
た
上
で
、
違
反
が
認
め
ら
れ
れ
ば
仲
裁
裁
定
の
履
行
強
制
を
吾



定
す
る
。
こ
の
状
況
は
、
公
務
部
門
に
お
け
る
労
働
協
約
上
の
仲
裁
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
民
間
部
門
に
お
い
て
は
、
こ

う
し
た
場
面
で
問
題
と
な
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
は
法
令
や
判
例
に
よ
っ
て
十
分
に
確
立
さ
れ
た
明
示
的
な
も
の
に
限
ら
れ
る
。

公
務
部
門
に
お
い
て
も
、
多
く
の
裁
判
例
は
民
間
部
門
と
同
様
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
違
反
を
理
由
と
し
て
仲
裁
裁
定
を
破
棄
す
る

範
囲
を
限
定
的
に
捉
え
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
大
多
数
の
判
例
は
、
民
間
部
門
に
お
け
る
右
法
理
と
同
様
に
、
仲
裁
裁

(
符
)

定
破
棄
の
根
拠
と
な
り
う
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
を
、
法
令
等
に
明
確
な
根
拠
を
持
つ
、
確
立
し
た
も
の
に
限
定
し
て
い
る
。

公
務
員
法
上
の
事
件
と
い
う
事
案
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
具
体
的
事
例
を
見
て
も
、
た
と
え
ば
公
務
部
門
の
労
働
協
約
上

の
仲
裁
裁
定
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
違
反
が
問
題
に
な
る
代
表
的
な
事
案
類
型
の
一
つ
で
あ
る
、
公
務
に
対
す
る
信
頼
を
損
な

う
よ
う
な
犯
罪
的
行
為
を
理
由
と
し
て
解
雇
さ
れ
た
被
用
者
の
復
職
を
命
ず
る
仲
裁
裁
定
の
効
力
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
の
目
的
外
閲
覧

(
作
)

や
収
賄
等
の
事
案
を
含
む
大
多
数
の
裁
判
例
は
、
(
仮
に
何
ら
か
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
が
問
題
に
な
る
と
し
て
も
)
復
職
裁
定
と
抵

触
す
る

(
H
当
該
被
用
者
は
必
ず
解
雇
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
)
明
確
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
が
存
在
し
な
い
と
の
理
由
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
違
反
を
否
定
し
て
い
ち
)
他
方
で
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
と
復
職
裁
定
と
の
抵
触
を
比
較
的
緩

や
か
に
認
め
た
例
と
し
て
、
勤
務
時
間
中
に
職
場
の
電
話
を
利
用
し
て
、
国
会
議
員
の
ボ
イ
ス
メ
i
ル
に
匿
名
で
卑
狼
か
つ
人
種
差
別
的

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
吹
き
込
ん
だ
行
為
(
州
法
上
の
第
二
級
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
す
る
と
し
て
、
公
共
奉
仕
等
の
処
分
を
受
け
た
)
に
関

{
明
日
}

す
る
コ
ネ
テ
イ
カ
ッ
ト
州
の
最
高
裁
判
決
境
問
冨
伺
円
。
富
島
少
円
。

au∞
斗
事
件
の
よ
う
な
例
も
存
在
す
る
。

公
務
員
と
い
う
事
案
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
判
断
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
、
シ
ヴ
イ
ル
・
サ

1
ヴ
ィ
ス
・
シ
ス
テ
ム
上
の
任
用
制
度
や
違

法
ス
ト
と
の
関
係
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
違
反
が
問
題
と
な
っ
た
例
な
ど
が
存
在
す
る
。
前
者
の
例
で
あ
る
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
最
高

{
加
)

裁
判
決

ω
S
8
Eー
・
え
冨

as巴
ghw
旨
σ奇
同
氏
。
口
事
件
で
は
、
昇
任
競
争
試
験
の
受
験
資
格
が
特
定
部
署
の
被
用
者
に
限
定
さ
れ
た
た
め

に
受
験
機
会
を
失
っ
た
こ
名
の
被
用
者
(
い
ず
れ
も
、
直
前
に
行
わ
れ
た
同
種
官
職
へ
の
昇
任
試
験
に
お
い
て
、
今
回
の
試
験
の
結
果
昇

ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
個
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
(
一
)
(
川
間
)

四
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四
回

任
し
た
者
よ
り
上
位
の
成
績
で
あ
っ
た
)
に
つ
い
て
競
争
試
験
を
行
い
、
上
位
の
者
を
昇
任
さ
せ
る
こ
と
を
命
ず
る
仲
裁
裁
定
の
効
力
が

問
題
と
な
っ
た
。
使
用
者
側
は
、
同
裁
定
は
能
力
の
実
証
(
呂
町
吾
)
に
基
づ
く
被
用
者
の
選
抜
・
昇
任
と
い
う
法
令
に
明
示
さ
れ
た
パ

ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
、
と
り
わ
け
、
欠
員
.
名
に
対
し
て
は
成
績
上
位
一
一
一
名
の
候
補
者
の
中
か
ら
任
用
を
行
う
「
ル

i
ル
・
オ
ブ
・
ス
リ
1
」

に
違
反
し
て
い
る
と
主
張
し
た
が
、
最
高
裁
は
、
仲
裁
人
が
「
ル
!
ル
・
オ
ブ
・
ス
リ
i
」
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
、
能
力
の
実
証
に
基

づ
く
選
抜
と
い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
の
侵
害
と
の
間
の
関
連
性
が
十
分
立
証
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
こ
の
主
張
を
し
り
ぞ
け
て
い

る
。
一
方
、
後
者
の
例
に
つ
い
て
は
、
割
増
賃
金
を
伴
う
授
業
の
分
担
に
関
し
て
、
前
学
期
に
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
教
員
に
ス
ト
期

間
中
も
勤
務
し
た
教
員
よ
り
も
懐
先
的
な
地
位
を
与
え
る
趣
旨
の
仲
裁
裁
定
を
、
故
意
の
違
法
行
為
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
こ
と
を
否
定

す
る
確
立
し
た
コ
モ
ン
ロ
ー
の
法
理
に
基
づ
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
に
違
反
す
る
と
判
断
し
た
イ
リ
ノ
イ
州
最
高
裁
判
決
内
cor

c
s
q
gロ
品
目
事
仇
が
ど
、
違
法
な
ス
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
被
用
者
に
有
利
に
働
く
と
評
価
さ
れ
る
仲
裁
裁
定
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ

(
m
M
)
 

シ
1
違
反
と
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。

身
分
保
障
制
度
上
の
人
事
行
政
委
員
会
の
判
断
と
仲
裁
判
断
の
関
係

前
節
三
で
述
べ
た
よ
う
に
、
公
務
員
の
身
分
保
障
制
度
上
の
不
利
益
処
分
に
対
す
る
不
服
・
申
立
の
対
象
と
な
る
苦
情
に
つ
い
て
、
(
選

択
的
に
)
労
働
協
約
上
の
苦
情
処
理
・
仲
裁
手
続
の
対
象
に
も
な
り
う
る
こ
と
を
肯
定
す
る
法
域
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
こ
の
よ
う

な
法
域
に
お
い
て
は
、
仲
裁
判
断
が
不
眼
中
立
を
審
理
す
る
人
事
行
政
委
員
会
等
の
行
政
機
関
の
判
断
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
独
自
性
を

持
ち
う
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
連
邦
公
務
員
制
度
に
お
い
て
は
、
仲
裁
人
に
不
服
申
立
を
審
理
す
る
メ
リ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
保
護
委
員
会

(
M
S
P
B
)

と
同
一
の
基
準
に
よ
る
判
断
を
要
求
す
る
比
較
的
詳
細
な
規
定
が
存
在
し
、
こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
制
も
見
ら
れ
も
)



い
副
行
、

連
邦
公
務
員
制
度
に
お
い
て
、
協
約
上
の
仲
裁
は
原
則
と
し
て
司
法
審
査
の
対
象
に
は
な
ら
な
U
カ
身
分
保
障
の
対
象
と
な
る
不
利

{
部
}

益
処
分
に
関
す
る
仲
裁
裁
定
は
、
不
服
申
立
に
対
す
る
M
S
P
B
の
裁
決
と
同
様
に
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
よ
る
司
法
審
査
に
服
す
る
(
凶

ロ∞
-n・kr
刷、己
M
H
(

クコ
S
(ぴ
)
)
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
仲
裁
に
つ
い
て
は
、
仲
裁
人
は
不
利
益
処
分
の
効
力
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、

M
S
P
B
が
不
服
申
立
対
す
る
審
査
の
際
に
用
い
る
基
準
(
凶

d
・ω-n-〉
・
オ
語
文
句
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る

(
u
d
・ω
h・〉・棚、コ
MM(nXN))
。
ま
た
、
次
に
挙
げ
る
裁
判
例
と
の
関
係
で
は
、

M
S
P
B
(及
び
仲
裁
人
)
が
用
い
る
判
断
基
準
の
う

ち
、
処
分
の
効
力
を
吾
定
し
う
る
場
合
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
処
分
に
至
る
行
政
庁
の
手
続
の
適
用
に
有
害
な
誤
り
(
ぽ
自
民
a
R
t

B
同
)
が
あ
る
と
き
」
と
の
定
め

(
u
d
・ω-n-〉
・
ゃ
3
2
(
n
X
N
X
〉
)
)
が
重
要
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
、

M
S
P
B
は
、
同
条
項
に

い
う
「
有
害
な
誤
り
」
は
、
処
分
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
旨
の
規
則
を
定
め
て
い
る
宮
内
・
河

m-m
己
主
-ua

(円)(凶))。
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
協
約
の
定
め
る
不
利
益
処
分
の
手
続
に
違
反
が
あ
る
事
案
に
つ
い
て
、
仲
裁
人
が
「
有
害
な
誤
り
」
の
解
釈
に

つ
き
、

M
S
P
Bと
異
な
る
独
自
の
判
断
を
な
し
う
る
か
(
と
り
わ
け
、
処
分
の
結
果
に
影
響
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
も
協
約
上
の
手

続
違
反
を
理
由
と
し
て
処
分
を
破
棄
し
う
る
か
)
が
問
題
に
な
り
、
最
高
裁
判
決
に
至
っ
た
も
の
と
し
て

Z
芸
事
件
が
あ
る
。
同
事
件

に
お
い
て
仲
裁
人
は
、
解
雇
を
相
当
と
す
る
被
用
者
の
非
違
行
為
の
存
在
を
認
め
る
一
方
で
、
解
雇
処
分
に
は
協
約
の
定
め
る
手
続
規
定

(開セ

の
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
解
雇
処
分
を
停
職
に
変
更
す
る
裁
定
を
行
っ
た
。
同
裁
定
は
司
法
審
査
に
付
さ
れ
、
連
邦
巡
回
区
控
訴
裁
判

pm} 

所
は
、
連
邦
公
務
員
の
仲
裁
に
つ
い
て
も
民
間
部
門
と
同
様
の
限
定
的
な
司
法
審
査
が
採
ら
れ
る
べ
き
旨
を
述
べ
ね
?
ン
ン
ト
ン
地
区
控

訴
裁
判
所
の
者

5
0事
件
判
決
に
依
拠
し
つ
つ
、
前
記
手
続
違
反
は
処
分
結
果
を
左
右
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
仲
裁
人
は
「
有

害
な
誤
り
」
の
解
釈
に
お
い
て
、
(
非
処
分
者
で
な
く
)
組
合
に
と
っ
て
重
大
な
協
約
解
釈
の
誤
り
を
考
慮
し
う
る
と
し
て
、
仲
裁
裁
定

を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
仲
裁
手
続
に
お
け
る
判
断
基
準
を
不
服
申
立
手
続
と
同
一
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会

ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
個
別
労
働
紛
争
処
埋
制
度
(
一
)
(
川
町
)

四
五



筑
波
法
政
第
一
一
一
十
九
号
(
二

O
O
五
)

四
ノ、

の
意
図
は
明
確
で
あ
り
、
ま
た
、

M
S
P
B
の
規
則
は
裁
判
所
に
お
い
て
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
処
分
の
取
消
事
由
を
限

定
す
る
こ
と
で
公
的
使
用
者
の
解
雇
権
を
保
障
す
る
議
会
の
意
図
を
重
視
す
べ
き
こ
と
、
を
理
由
に
挙
げ
て
仲
裁
人
が
処
分
内
容
に
影
響

{
卯
)

が
な
い
場
合
に
手
続
上
の
「
有
害
な
誤
り
」
の
存
在
を
認
定
す
る
こ
と
は
許
き
れ
な
い
と
し
、
仲
裁
裁
定
を
破
棄
し
て
い
る
。

一
方
、
州
法
の
状
況
を
み
る
と
、
連
邦
法
と
同
様
に
、
仲
裁
人
に
身
分
保
障
制
度
上
の
不
服
申
立
手
続
に
お
け
る
判
断
基
準
の
適
用
を

求
め
る
立
法
例
と
し
て
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
政
府
被
用
者
に
関
す
る
制
度
が
あ
る
(
老
町
-
g
R仰
M
M
0
・
誌
(
帥
)
入
問
)
)
。
た
だ
し
、
こ
こ
で

の
判
断
基
準
は
「
正
当
事
由
吉
田
仲

ngお
と
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
州
の
裁
判
例
で
は
、
不
服
由
'
立
の
審
査
基
準
と

の
関
係
を
全
く
問
題
に
せ
ず
に
仲
裁
裁
定
に
対
す
る
通
常
の
司
法
審
査
の
基
準
を
適
用
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
点
が

問
題
に
さ
れ
る
と
し
て
も
、
結
論
と
し
て
は
仲
裁
人
が
不
服
申
立
と
異
な
る
基
準
で
判
断
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

後
者
の
倒
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
自
治
体
被
用
者
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
項
目
怠
∞
包

gM事
件
が
あ
る
。
同
事
件
で

は
、
教
員
の
解
雇
に
関
す
る
協
約
上
の
正
当
事
由
を
め
ぐ
る
仲
裁
に
つ
い
て
、
第
一
審
判
決
と
最
高
裁
反
対
意
見
は
原
処
分
に
対
す
る
仲

裁
人
の
審
査
権
限
は
不
服
申
立
の
審
理
と
の
場
合
同
様
に
限
定
さ
れ
、
使
用
者
た
る
教
育
委
員
会
が
事
前
手
続
で
認
定
し
た
事
実
に
拘
束

さ
れ
る
と
し
た
う
え
で
復
職
裁
定
の
破
棄
を
相
当
と
し
た
の
に
対
し
、
最
高
裁
法
廷
意
見
は
、
協
約
を
解
釈
す
る
仲
裁
入
の
権
限
は
不
服

申
立
手
続
か
ら
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
覆
審
的
な
審
理
に
基
づ
く
仲
裁
裁
定
の
効
力
を
認
め
て
い
も
)

設

(1) 
た
と
え
ば
、
季
労
二
O
五
号
特
集
「
労
働
紛
争
解
決
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
{
二

O
O
四
)
、
日
本
労
働
法
学
会
誌
一

O
四
号
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
労
働
関
係
紛
争
処
理
の
新
潮
流
」
(
二

O
O
四
)
所
収
の
関
連
諸
論
文
。



(
2
)

民
間
部
門
を
対
象
と
し
た
個
別
労
働
紛
争
処
理
法
制
は
、
基
本
的
に
公
務
員
を
適
用
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
な
お
、
公
務
部
門
に
お

け
る
近
年
の
個
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
整
備
の
動
き
と
し
て
は
、
職
員
の
苦
情
相
談
に
関
す
る
人
事
院
規
則
二
二
!
五
の
制
定
(
二

0
0
0

年
)
な
ど
が
あ
る
。

(
3
)

シ
ヴ
イ
ル
・
サ

1
ヴ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
と
は
、
官
職
分
類
制
度
を
前
提
と
し
た
公
開
の
競
争
試
験
等
に
よ
る
能
力
の
実
証
に
基
づ
く
採
用
・

昇
進
・
給
与
制
度
、
身
分
保
障
な
ど
か
ら
成
る
、
メ
リ
ッ
ト
原
則
に
基
づ
い
た
人
事
取
り
扱
い
の
仕
組
み
で
あ
る
。
詳
細
は
川
田
琢
之
「
公

務
員
制
度
に
お
け
る
非
典
型
労
働
力
の
活
用
に
関
す
る
法
律
問
題
」
法
協
一
二
ハ
巻
一

O
号
一
六
五
三
官
民
以
下
を
参
照
。

(4)

こ
の
点
に
つ
き
、
連
邦
公
務
員
制
度
上
の
身
分
保
障
制
度
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
と
し
て
佐
伯
祐
二
「
ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
不

利
益
処
分
(
一
)
(
ニ
・
完
)
」
姫
路
法
学
一
一
号
一
頁
以
下
、
同
一
一
一
一
号
三
六
頁
以
下
。

(
5
)

第
一
意
全
体
の
主
要
参
考
文
献
と
し
て
、
思
宮
豆
』

W
E
r
o
s
-
図
。
ぎ
〉

E
E
a
o担
当
。
一
央
工
会
E
・
E
・岨∞
Z
〉・

8
0
3咽
nF・MM'尚
一
回
。
自
由
席
ぽ

由同・邑・

(OAHYMム叶
E
V
2
〉
ロ
仏
関
自
立
。
司
自

g
同〉

E
E位
。
ロ
(
富
釦
誌
席
者
回
目
出
品
目
叫
{
円
四
回
佐
)
)
咽

nv・
さ
u

出

O仏
mop
切
な
町
内
定
。
込
町
認
可
可
位
。
題
、

ssh

MURS円
切
町
内
陣
。
〉
ま

2
・，

P
R
「閉山
2
・
8
目

(
H
3
3
9
3
F
司
君
、
足
払
目
立
凶
器

5
5
S
H
O司
、

s
p
p
n
S可
C
5
5宮
崎
与
を
き
'

H
S
F
U∞
J
「

m
H
-
F
m
2・
凶
出
(
同
率
。
)
・
菅
野
和
夫
「
公
務
員
団
体
交
渉
の
法
律
政
策
(
二
)
」
法
協
九
八
巻
一
二
号
一
六

O
一
二
頁
以
下
(
一
九

八

O
)
。

(
6
)

以
上
に
つ
き
、
国
ぎ
豆
持
田
ぎ
邑

-SMUSEO円o
u
-
-凶
ま

'suO雪
戸
話
、
吉
田
。
円
相
凶

-u∞・
H42・問、
.
m
2・
凶
呂
場
出
国
・
違
憲
性
、
違
法

性
を
吾
定
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
た
と
え
ば

O
S〈白『〈・
0
2〈雪国
U
F
8
2
vお
お

Z
n
&
Z
0・∞凶∞

-
E凶
河
泣
5
M
M
(
向。

-oJ3∞凶)・

(
7
)

ア
メ
リ
カ
公
務
員
団
体
交
渉
法
制
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
菅
野
・
前
掲
注

(
5
)
論
文
法
協
九
八
巻
二
一
号
一
六

O
三
賞
以
下
(
一
九
八

O
)
O
F富
田
町
予
門
知
ぎ
同
一
刃
包
民
吉
田
開
仲
間

H
V
n
g
g
n
p
n言
。
吋
S
・

a・
-
玄
向
8
ニ)白

nroFMOo-}
宅
・
品
目
出
い
∞
勺
0
・
烈
富
田
町
可
に
よ
れ
ば
、
公
務

員
団
体
交
渉
立
法
の
総
数
は
一
一

O
を
趨
え
る
と
い
う
。

(
8
)
z
h・。
g-
∞
S
一円

-mAF遣
、
Has-C2dno色
町
〉
盟
国
明
。
コ

-gM-
一
方
、
単
に
労
働
協
約
の
効
力
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
だ
け
の
場

合
、
労
働
協
約
の
効
力
は
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

E
a
a
S
E
E
n邑
S
吉田
0
・
〈
・
旨
宅
島

8
η
。
gqωnzoo-
盟
p
u出
向
一
区
若
以

ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
一
廉
用
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
個
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
(
一
)
(
川
回
)

四
七



筑
波
法
政
第
一
一
一
十
九
号
(
二

O
O
五

問
!¥ 

(
門
川

c-0・暢}申
J
可

。

)

(
9
)

こ
の
よ
う
な
明
文
の
規
定
は
、
(
法
域
に
よ
っ
て
は
)
苦
情
処
理
・
仲
裁
手
続
を
定
め
る
協
約
の
効
力
を
認
め
る
う
え
で
、
必
ず
し
も
不

可
欠
の
前
提
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
法
律
上
に
明
文
の
根
拠
が
な
い
協
約
上
の
仲
裁
条
項
の
効
力
を
認
め
た
例
と
し
て
、
〉
口
出
師

〉
否
認
同
町
一

円

U
C
E
D
q
〈
・
明

5
8
5回目
C
E
R
O叫
〉
盟
国
明
〉
吋
何
回
出
向
日
刊
問
。
四
円
相
由
民
C
口
。

B
8
n
h
R
p
a
o
=ロ
叩
戸
官
凶
〉
泣
笠
】
(
玄
白

-L申∞∞)・

(叩
)
u
d
-
∞-n-〉
噂
間
三
M
}
(白
)
山
剛

HU-g担
問
師
品
ム
斗

-KH2・

(
日
)
こ
の
他
、
仲
裁
付
託
の
法
的
強
制
に
つ
い
て
の
第
一
次
的
判
断
機
関
(
裁
判
所
か
民
間
部
門
の
全
国
労
働
関
係
局

(
N
L
R
B
)
に
相
当

す
る
行
政
機
関
か
)
、
仲
裁
付
託
の
強
制
可
能
性
や
仲
裁
裁
定
の
司
法
審
査
の
判
断
基
準
を
定
め
る
制
定
法
の
有
無
、
な
ど
、
法
制
度
の
多

様
性
は
多
く
の
点
に
及
ん
で
い
る
。

(ロ)
甲
山
和
田
自
由
明
言
、

3

8お
メ

g
N
3
は
、
公
務
部
門
の
労
働
協
約
が
苦
情
処
理
・
仲
裁
手
続
を
定
め
る
比
率
を
民
間
部
門
に
お
け
る
九
五
%

を
や
や
下
関
る
も
の
と
推
測
す
る
。
な
お
、
二

O
O
四
年
に
お
け
る
公
務
部
門
の
被
用
者
が
労
働
組
合
員
で
あ
る
比
率
と
交
渉
代
表
の
下
に

霞
か
れ
て
い
る
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
三
六
・
凶
%
と
凶

0
・
七
%
で
、
民
間
部
門
(
そ
れ
ぞ
れ
七
・
九
%
と
八
・
六
%
)
お
よ
び
両
部
門
の
合

計
(
ゴ
ア
五
%
と
二
一
了
八
%
)
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
公
務
部
門
に
お
い
て
は
労
働
協
約
ヒ
の

苦
情
処
理
・
仲
裁
制
度
の
個
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
全
体
に
お
け
る
重
要
性
は
、
民
間
部
門
よ
り
も
高
い
と
い
え
る
。
切
ロ
『

B
E
a
z
g叫
ωg'

門吾雲一広吉帥記押同
5ng∞F叫己cロ昆号仲芯。
s担Yζ害由常刊ヨ}ゲ
σ宮uM混↓骨骨吋

(
臼
)
以
下
の
記
述
の
詳
網
に
つ
い
て
は
、
中
窪
裕
也
「
ア
メ
リ
カ
労
働
法
』
(
弘
丈
堂
、
一
九
九
五
)
一
二
七
頁
以
下
、
荒
木
尚
志
「
師
濯
継
用
‘
シン

ス
テ
ム
と
労
働
条
件
変
更
法
理
』
(
有
斐
潟
、
二

O
O
一
)
五
八
頁
以
下
。

(
H
)

本
稿
で
は
詳
し
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、
不
当
労
働
行
為
事
件
を
審
理
す
る
全
国
労
働
関
係
局

(
N
L
R
B
)
に
よ
る
仲
裁
尊
重
の
法
理
も

存
在
す
る
。

(
日
)

(
M
m
)
 

4
「

E
E
W
要
。
『
宮
門
明
白
口
F
C
E
4

ピ
ロ

g
g
窓
口
H
F
M
U
M
C
-
∞
・
主
∞

2
3
3・

白
色
門
司
仏
師
丹
白
色
垣
一
。
待
問
時
間
〈
・
〉

B
開ユ
ngy白
骨
・
の
0
・4
い

wad-∞・
凶
小
品
(
戸
唱
岱
{
}
)
・



(
刀
)
巴
ロ
即
席
己
切
符
開

7
5長
町
『
的
〈
当
時
ユ
C『
待
。
巴
}
叫

Z
2
G
E
O
E
門リ
C
J
M
S
d
-∞・

3
品(】甲小())・

(
時
)
こ
の
よ
う
な
仲
裁
可
能
性
の
原
則
的
肯
定
は
、
ほ
と
ん
ど
反
駁
不
可
能
と
も
評
さ
れ
る
。

η
a
m
B
S
侍
向
。
古

g
p
凶JOSH足
。
同
町
足
、
。
E
B

色
合
出
ミ
ト
S
C可
K

マE
H
E
S
V『H
S
H
F町
、
丘
町
話
向
。
。
ロ
ミ
タ
}
凶

Z
o
p
g
一宮
σ・
「
』
-
f
3
2
3
3・
荒
木
・
前
掲
注
(
日
)
書
六
一
二
真
。

(
四
)
巴
口
広
旦
∞
お
n
Z
G共同

aJh-
開
口
同
町
『
ガ
ユ
由
。
考
古
巳
伶
《
U
R
n
o
G
d
凶
s
d
-∞・

3
凶
(
這
き
)
・

(却

)
u
s
r∞
英
呂
田
F
間口円・〈・戸。
nE30a
〉
B
R甘
さ
∞
NHwmd
品作(一。ロ
p
n吉
田
町
々
ぞ
C叶
r
q
F
3
0
C
-∞
-
M
2
(
3
a
M
)・

(
幻
)
回
目
白
a

〈
岱
門
出
戸
出
仲
間
)
n
p
ω
∞
岱

d
-
∞
コ
】
(
】
⑤
晶
、
可
)

(
幻
)
出
一
回
目
的
〈
〉
ロ
nEC『
ζ
2
2
P巴開
F
F
E
n
-咽
古
品
戸
田
・
出
品
(
苔
ぷ
)
・

(
お
)
己
口
一
同
町
【
同
司
hw安
w

司君。司
r
q∞
〈
玄
unow-=ndkお品

C-∞
-M唱
(
3∞吋)

(
民
)
と

Z
S品
目
吋
〈
省
。
良
品
ロ

q
t
u
g
g『円以》・ゆ
KHH
凶
C
-
戸
出
会
き
と
な
ど
。
な
お
、
個
別
契
約
に
基
づ
く
仲
裁
に
つ
い
て
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、

E
Z
m門戸間口門伺『出向

mw笠
宮
吉
田

g
c
w口
開
向
。
弓
J
山wood-∞
-
M
0
2
3
3咽
{UFREH同
色
々

2
2
9
〈・〉内山部
S
F
出
u
d
-∞
-
ニ
ロ

(MOCM)等
の
一
連
の
判

決
に
よ
り
、
労
働
協
約
上
の
仲
裁
の
場
合
以
上
に
、
制
定
法
に
基
づ
く
権
利
に
つ
い
て
の
裁
判
所
へ
の
直
接
的
な
訴
訟
提
起
を
制
約
す
る
判

断
を
示
し
て
い
る
。

(
お
)
た
と
え
ば

zn耳、
r
a
a
m
g
-
∞
S
F
〉
出
戸
叩
岩
・
己
〉
ふ
凶
・

(
部
)
協
約
上
の
苦
情
処
埋
制
度
が
団
体
交
渉
の
延
長
と
位
霞
づ
け
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

(
幻
)
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
に
つ
い
て
は
菅
野
・
前
掲
注

(
5
)
論
文
法
協
九
八
巻
二
一
号
一
五
六
一
真
以
下
。

(
部
)

(
部
)

河広明白門戸内
w

広岡
MRr
岡山島
zn-
〉
出
田
正
〈
・
閉
山
区
間
丸
山
町
}
島
市
町
H『付回己
0
時間門同
En--い
川
市

VM
〉
-M品
同
斗
∞
(
志
斗
∞
)EM∞斗

前
述
の
閉
山
広
明
m
m
n
E
事
件
判
決
は
、
議
会
の
明
示
的
な
決
定
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
解
釈
論
的
に
任
意
的
団
交
事
項
と
い
う
概
念
を
作

り
出
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
旨
を
判
示
し
て
い
る
。

(
却

)
E
g
g
s
-
ι
2
2符
め
町
内
芯
可
旬
。
1
h
ミ
ミ
諸
問
、
山
同
記
事
可

S
円、

E
S
R
Nゆ凶
d
・
3
・
同
ピ
σ・
仲
間
同
国
勺
・
「
主
}
'
品
主
ム
苫

(MOCM)
も
っ
と
も
、

バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト
に
お
い
て
何
と
何
を
比
較
す
る
か
に
つ
い
て
は
多
様
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
一
雇
用
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
個
別
労
働
紛
争
処
現
制
度
(
一
)
(
川
間
)

四
九



筑
波
法
政
第
三
十
九
号
(
ニ

O
O
五
)

五。

(
お
)
一
九
八

O
年
頃
ま
で
の
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
、
菅
野
・
前
掲
注
(
5
)
論
文
法
協
九
八
巻
二
一
号
一
五
六
一
一
員
以
下
。

(
沼
)
回
目
8
E
h
w
恩
w
o
E場
宮
、
言
回
。
再
開
凶
也
事
・

3
2
s
Eは
、
州
の
公
務
員
法
制
上
、
国
交
対
象
に
(
し
た
が
っ
て
仲
裁
対
象
に
も
)
な
り
え
な

い
と
さ
れ
う
る
事
項
と
し
て
、
①
テ
ニ
ユ
ア
の
付
与
な
い
し
否
認
、
②
試
用
期
間
中
の
職
員
の
解
雇
、
③
教
員
の
人
事
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク

セ
ス
権
、
④
学
級
の
規
模
、
⑤
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
⑥
生
徒
の
能
力
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
分
け
の
あ
り
方
、
⑦
健
康
上
の
理
由
に
よ
る
就
労
能
力

否
定
の
判
断
基
準
、
@
教
員
の
人
事
評
価
、
@
学
校
の
学
年
暦
、
⑮
教
員
の
再
格
付
け
、
⑪
官
職
廃
止
の
決
定
、
⑫
教
員
の
労
働
時
間
、
⑬

教
員
の
転
任
、
⑬
教
員
の
業
務
負
担

za注
g
a、
⑮
教
員
の
採
用
、
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
例
の
包
括
的
検
討
と
し
て
、
回
O
B田宮古

g
・帥
F-EMMS
ロ。再開凶
e

間ム・斗・
8
・

(お

)
n
o
v
o
m閣
の
昨
可
回

nzoo-UFa-
〈
・
。
。
FO町田、『
gnEOB
〉国聞が・

MM∞
Z
・開
-M品∞斗∞-∞∞。(】唱吋小)・

(
担
)
切
。
副
同

-T】叫
E
g
n・〈・回何回
EOB'玄
q
a
n
r
d回
目
立
∞
mnga臼は
LagbF明
F
E
n
-岨
泣
吋
〉
-Ma-ag(号
訴
)
・
使
用
者
は
当
初
権
限
不
可
譲
性
を

理
由
に
仲
裁
を
拒
否
し
た
が
、
先
行
の
別
件
に
お
い
て
救
済
の
範
闘
を
限
定
し
た
仲
裁
が
認
め
ら
れ
る
(
た
だ
し
本
判
決
は
こ
の
限
定
は
法

的
に
は
無
意
味
で
あ
る
と
し
て
い
る
)
旨
の
高
位
裁
判
所
控
訴
部
判
決
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
仲
裁
付
託
が
な
さ
れ
た
と
い
う
事
案
。

(お

)
ω
nぎ
cヱ
リ
。
呂
田
E
8
0時
む
恒
国
語
混
ぜ
-
d
s
g
-
凶
g
〉
・
昌
吉
斗
(
窓
g
田
・
咽
苫
ゴ
)
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
や
イ
リ
ノ
イ
州
の
判
例
に
も
言
及
し
て

い
る
。
)
次
項
で
言
及
す
る
回
E
n
g
-
z
o
s
s
a
u
w
g
g
事
件
の
よ
う
に
、
法
律
的
な
仲
裁
可
能
性
が
問
題
に
さ
れ
な
い
例
も
あ
る
。

(
お
)
民
間
部
門
に
つ
き

rzdモロ
mア
停
ま
ま
タ

E
i諸
国
窓
口
・
当
。

c・ω・
2
凶
(
苫
ま
)
・
公
務
部
門
に
お
い
て
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。
巴
宮
ロ
乱

hw
開問
roE立
て
閣
官
、
可
。
由
0
8
凶・
-u
・戸国凶
a・・

(幻

)
n
a
g
s
-持

S
K
E
P
曲
者
選
出
0
8
戸
-
u
g
p
g
z
v
戸

-M-
ア

3
・
荒
木
・
前
掲
波
(
日
)
書
六
一
ニ
頁
。

(
甜
)
図
。
身
np
申告叫同国
OR
凶
-aanE-t閃
g
F
F
-
m
2・
8
ア
ま
品
山
内
同
S
2・
8
唱『恒国
a
o
u
-
u∞斗
mH-F-mO4・
凶
出
場
出
凶
・

(鈎

)
E
w
g
'
z。
5
8
B
g
n
w
g目
的

n
v
g
-
g
宣
n
z
-
F
-
m
g
s
z
o
E
g
o
-
n
z
g
ω
n
v。
。
コ
OREO弐
吉
田
正
・

MM叶一
Z-
者
-
M
a
U
8
2
ヨ3
・

(
却
)
本
章
第
一
節
二
注
(
叩
山
)
、
(
口
)
の
応
当
本
文
参
照
。

(
H
U
)

削

voロ
8
g
g
d
h
R
出

8
S
2
.岡田同白色諸国
g
ニ凶
O
R
S
4
-
m巳
ESE-
当
。
〉
-M色
這
唱
(
苫
ゴ
)
・

公
務
災
害
に
よ
る
障
害
者
に
対
す
る
退
職
給
付
の



受
給
資
格
を
め
ぐ
る
背
情
に
つ
い
て
、
各
種
給
付
0

フ
ラ
ン
の
適
用
関
係
に
関
す
る
条
項
や
、
市
が
法
定
の
退
職
給
付
プ
ラ
ン
の
存
続
に
合
意

す
る
旨
の
条
項
が
存
夜
す
る
こ
と
か
ら
み
て
法
律
上
の
退
職
給
付
プ
ラ
ン
は
協
約
中
に
取
り
込
ま
れ
て
お
り
、
右
苦
情
は
協
約
上
の
紛
争
と

し
て
仲
裁
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
組
合
の
、
五
張
が
し
り
ぞ
け
ら
れ
、
各
給
付
プ
ラ
ン
が
定
め
る
要
件
を
満
た
さ
な
い
者
に
プ
ラ
ン
を
適
用
す

る
余
地
を
認
め
る
意
図
で
市
が
協
約
を
締
結
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
等
を
理
由
に
協
約
上
の
仲
裁
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た
事
例
。

(
必
)
問
》

S
U口
弘
吉
g
S
E
E
C白
色
」
『
g
n
F
m
g
〈・

2
a
g仏印
nyco同
盟
国
首
註

Z
0・f
a
N
U
司
・
民
己
凶
士
3
∞
}
)
・
教
員
の
評
価
手
続
に
つ
い
て
定
め
る
協

約
条
項
の
違
反
を
め
ぐ
る
苦
情
に
つ
い
て
、
当
該
条
項
は
使
用
者
が
当
該
手
続
き
を
と
り
う
る
(
自
宅
)
と
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
経
営
権

条
項
の
存
在
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
該
手
続
の
採
否
を
任
意
に
決
定
で
き
る
も
の
と
し
て
使
用
者
が
協
約
を
締
結
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
当
該

手
続
き
を
採
ら
な
い
こ
と
が
仲
裁
対
象
と
な
る
協
約
違
反
に
該
当
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
。

(
必
)
印
目
白
ゆ
出
。
円
四
m
m
p
制
民
、
可
。
=
。
同
町
少
H
W

向。品

m
n
s〈問『ゆ的宮、可。出向)同町山戸田円以凶凶・

(
似
)
〉
ncロ
関
山
口
宮
ロ
ロ
狩
出
品
開
口
件
。
内
山
口
『
5
0
2
〈
-
d巳円
E
E
S門司。。
-mwgHq
〉閉山岳町仲間氏。
P
凶岳山

Z-
間
-
M
内田吋犬山(}沼、
1
3
・

(
M
M
)

〉円
3
4〈
宮
山
門
同
司
〈
宮
山
口

ω
2
i
s
H
Hロ-
C
D
〈
-
c
q
o間
口
正
門
V-
一ロ
E
Z
-
t
ξ

・
同
応
急
(
}
申
告
)
・

(
剖
)
た
と
え
ば
連
邦
公
務
員
法
で
は
、
シ
ヴ
イ
ル
・
サ

1
ヴ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
対
象
と
な
る
官
職
に
任
期
の
定
め
な
く
任
用
さ
れ
、
一
定
の

試
用
期
間
を
良
好
な
成
績
で
勤
務
す
る
こ
と
で
身
分
保
障
を
獲
得
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
不
利
益
処
分
に
は
「
そ
れ
に
よ
っ
て
公
務
の
能

率
性
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
理
由
」
が
必
要
と
さ
れ

G

C
・ω
・内・〉・問、
3
3
)
、
ま
た
、
不
利
議
処
分
に
対
し
て
メ
リ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
保
護
委

員
会

(
M
S
P
B
)
へ
の
不
服
申
立
の
権
利
を
含
む
手
続
保
障
を
受
け
る

G
C
-∞
-n-〉
即
ゴ
2
)
。

(
門
別
)
本
項
の
記
述
の
基
本
的
参
考
文
献
と
し
て
、

za加
F
吟
言
?
な

qNミ
ミ
ロ
丘
町
ぬ
令
官
H
R
h
a
g
〉
足
。
色
町
市
町
民
足
句
。
可
h
a
S
2
h
h
c
s
p

』

U
H
h
~
誌
な

hwRHC『同町
S
-
E
C
H
R
U
2氏
、
円
札
誌
の
ロ
師
時
的
吋
M
M

∞
-n-
戸

-
m
2・
志
会
事
。
)

(
必
)
回
。
垣
院
内
。
仏
開
閉
一
N
。
-
∞
一
民
玄

-m-∞
・
邸
主
唱
'
相
内
唱
者
百
・
∞
E
-
F
N
M
0
・凶品(}『)(出向刊曲目目。

-
Tニ・甲
}
(
M
)
(
円))

(
川
叩
)
凶
ど
∞

-n-〉
・
問
、
コ
ピ
(
叩
)
(
】
)

U

混同

-ga
副
主
、
円
h
H
c
f
y向
5
ロ
-
m
g
F
〉
ロ
ロ
-
m

コP
P
M
O
∞ロ

E-AF(口)
E

(叩
)
M
C
O
m
戸
内
閣
凶
由
同
∞
(
σ
)
a
(
ι
)
@

山山由一
W

0

・山
W
A
W

ど・

ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
「
当
事
者
」
の
手
に
よ
る
個
別
労
働
紛
争
処
理
制
度
(
一
)
(
川
田
)

五



筑
波
法
政
第
三
十
九
号
(
二

O
O
五
)

五

(日

)
2
2、・
g
a
-
〉
出
国
・
間

M∞∞・
5CM(FY(O)・

(臼

)
n
c
g・。
2
・
ω
E・
即
凶
aM叶
N
S
Y
Z
-
Z・
知
的
〉
自
国
'
〉
一

ω
昌・

(
臼
)
沼
ト
臼
S
F
抑
岩
-
一
己
〉
ふ
・
凶
宮
包
・
品
(
由
閉
め
と
加
。
唱
吉
岡
田
・
3
・

(
日
)
岡
戸
〉
出
国
・

ω
S
F
n
F・品∞四回何回円
mw・5
0
M
M
O宅
釦

noamw
〉回国
-mNob-

(
出
)
周
忌
加
F
E
M
M
E
Sお
さ
句
ご
。
ム
コ
・

(
日
)
回
0
8回青山田町円・巳
--ahhME
ロ
。
向
。
凶
唱
問
主
-cup-AHa-

(
訂
)
主
と
し
て
仲
裁
人
の
協
約
解
釈
が
争
点
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
が
、
協
約
が
(
身
分
保
障
と
は
別
に
)
留
有
の
保
護
を
被
用
者
に
付
与
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
例
と
し
て
ぞ
刊
誌
皆
目
S
E
E
n
-
〉同国〆〈・

ω口
F
S
H
g
a
-
え
を
叩
曲
二
号
戸
凶
M
H
Z・
翼
民

MMU-Mω
之
さ
明
・

3
∞
M}・

(
部
)
た
と
え
ば
、
公
的
使
用
者
が
身
分
保
障
制
度
と
は
別
個
に
労
働
協
約
に
基
づ
い
て
解
雇
権
を
制
約
す
る
こ
と
は
、
違
憲
、
違
法
な
権
限
の

委
譲
に
は
当
た
ら
な
い
旨
の
判
断
を
示
す
も
の
と
し
て
、
叫
が
山
『
問
。
『
〈
-
n
g出
自
慢
凶
混
同
M-M品
目
邑
(
内
乱
・
這
斗
申
)
・
ま
た
、
民
間
部
門
と
同
様
の
仲
裁

に
好
意
的
な
政
策
判
断
が
州
公
務
員
労
使
関
係
法
に
も
妥
当
す
る
点
を
強
調
し
、
身
分
保
障
の
あ
る
被
用
者
の
解
雇
を
め
ぐ
る
苦
情
は
人
事

行
政
機
関
で
あ
る
市
人
事
委
員
会
の
導
権
に
属
す
る
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
仲
裁
可
能
性
を
否
定
し
た
原
判
決
を
破
棄
し
た
例
と
し
て
忍
苦
a

σロ片岡時
MHOSH
内。ロ
8
2〈
町
田
賢
明
色
田
宮
駒
内
。
g
g
g
g
〈
・
口
々
。
同
盟
喜
一
σ露関
}
Y

凶唱

H
P呂
田
凶
同
∞
(
這
叫
∞
)
・

(
印
)
ロ
聖
母
・
凶
1F問
、
gR法

ngN
同町語、ザ可
S
S
S
T
V刊
MMSN恥
n
h
w
R
S可
。
可
↑
弘
司
句
。
宮
市
〉
み
た
S
H
S
F
凶∞

J
F
H
-
r
m
g・
凶
出
-M仏
国
内
戸
出
∞
(
串
∞
C)・

(的

)
5
5仏
ω
g
Z
2
5
:・
刷
出
席
号
乱
目
白
老
町
明
白
戸
枠
内
R
n
oヲ
凶
gc-ω
・
3
凶
{
3
8
)・

(
出
)
∞
m
p
回
W
C
E
俗
図
WOE-唱
曲
官
、
吉
田
O
R
凶
る
て
い
凶
∞

FMOO-

(
臼
)
た
と
え
ば
、
ア
イ
オ
ワ
州
o
h
v
s
ω
目
指

E
墨
田
戸
恒
常
「
一
宮
窓
口

E
R
S
S
〉回問。・〈・

ω間同一常
g
ニ凶
Z
R
F
E伸。
a
n
o
S
E
E
S
∞
n
v
g
こ〉
E--M∞
M

2
・4
〈・
H
a
E
A持
(
回
。
垣
曲
。
窃
苔
}
・

(出

)
g
w
o
g山
h
w
g
w
o
E唱町民、
3
5
8
凶
主
ロ
這
'
品
。
山
国
a
m
g
-
E
M
U
3
5
8
u
h
a
n
z
F
'
P
R
F・
Mg〈・

8
f
ま
曲
山
田
。
言
語
宮
町
同
曲
目
・
h
a可
。

ロ。四回凶・叩

hH叶
-ou・



(
似
)
〉

E
門
家
開
ぐ
・

5
8
2
0目立・
0
内
宮

S
E
E
8
5・
凶
出

Z
岡山
-
M
品
川
同
士
山
申
∞
∞
)
・
本
判
判
決
の
事
案
は
、
精
神
障
害
者
収
容
施
設
の
職
員
が
、
施

設
全
体
が
人
員
不
足
の
状
況
に
あ
る
中
で
、
許
可
を
受
け
て
外
出
し
本
来
の
所
用
を
済
ま
せ
た
後
、
無
許
可
で
買
い
物
を
し
た
こ
と
で
施
設

へ
の
帰
還
が
遅
れ
た
間
に
、
施
設
収
容
者
が
死
亡
し
た
と
い
う
事
実
関
係
の
下
で
職
員
が
解
雇
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
仲
裁
人
は
非
違
行
為

の
存
在
を
認
め
る
一
方
で
、
当
該
職
員
が
協
約
上
模
範
的
職
員
と
さ
れ
て
お
り
、
日
々
、
施
設
収
容
者
に
「
家
族
の
よ
う
に
」
接
し
て
い
た

こ
と
、
自
ら
の
非
違
行
為
を
認
め
改
俊
の
情
を
示
す
と
と
も
に
仲
裁
審
問
に
お
い
て
真
撃
に
証
言
し
た
こ
と
、
仲
裁
人
は
当
該
職
員
が
職
場

に
復
帰
す
れ
ば
有
能
な
職
員
と
し
て
活
動
し
同
種
の
非
違
行
為
を
繰
り
返
さ
な
い
も
の
と
確
信
す
る
こ
と
、
等
を
理
由
と
し
て
正
当
事
由
の

存
在
を
百
定
し
、
パ
ッ
ク
ベ
イ
な
し
の
復
職
を
命
じ
た
。
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)
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訂
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仲
裁
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は
州
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
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維
持
に
必
要

な
資
金
を
拠
出
す
る
旨
を
定
め
る
協
約
条
項
を
、
法
改
正
が
あ
っ
た
場
合
で
も
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
負
担
分
が
増
え
な
い
よ
う
に
州
が
資
金

を
拠
出
す
べ
き
旨
を
定
め
る
も
の
と
解
し
た
の
に
対
し
、
最
高
裁
は
使
用
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が
法
改
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や
財
政
事
情
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理
由
に
協
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と
異
な
る
取
扱
い
を
な

し
う
る
旨
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保
す
る
協
約
条
項
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存
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照
ら
し
て
、
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の
よ
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解
釈
は
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合
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成
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立
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え
な
い
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と
判
断
し
た
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い
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事
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処
理
制
度
(
一
)
(
川
悶
)

五



訴
さ
さ
誕
古
王
者
奈
川
+
~
r
r

\t>
(: 
1
0
0
}f::1) 

ft:jg} 

4よ~
8
鰻

Lと
念
特
普
通
!
J
.
や
判

J'
County of A

lI
egheny v. 

Allegheny County Prison 
Employees Independent Union

，
 381 
A
.
2
d
 8
4
9
 (Pa. 

1977)' 
progressive discipline concept !J.や収

J'
C
o
u
n
t
y
 College of Morris Staff Ass'n v. 

C
o
u
n
t
y
 College of M

o
π
i
s
匂
4
9
5
A
.
2
d
 865 

(
N
.J. 
1985)
ぷ.¥)。

(
ご
)
Board of Control of Ferris State College v. 

Michigan A
F
S
C
M
E
，
 Council 25. 

361 
N
以
1.2d
342 (Mich. 

1984).(-i.¥)o 

(
ご
)
United Paperworkers v. 

M
i
s
c
o
，
 Inc.
，
 48
4
 U.S. 2
9
 (1
987). 

(
記
)
H
o
d
g
e
s
，
 suprα
n
o
t
e
 5
 66
 C
h
i.
-Ken
l. 
L. 
Rev. 631
，
 654-65
1. 

(
定
)
Clark &
 O'Brien，

 
Ill
inois Public Sector Collective B

α
rg，α
ining Legislation: T

h
e
 First Fifteen Years

，
 Najita J. 
&
 Stern 

1. 
(ed.)
，
 Collective Bargaining in 

the Public Sector (M. E. S
h
a
r
p
ι
2
0
0
1
)
，
 pp.195
，
 213 

(
に
)
Bureau of Special Investigations v. 

Coalition of Pub. 
Safety
，
 72
2
 N.E.2d 441 

(Mass
刊
2000).
，
Binghamton Civil 

Service Forrn 

V
‘
City of B
i
n
g
h
a
m
t
o
n
，
 37
4
 N
，
 E. 
2
d
 3
8
0
 (N.Y.
，
 1978) 

(
詑
)
Elkouri 
&
 Elkouri

‘supr
，α
n
o
t
巴
5
，
pp. 
1345-1346. 

(
定
)
State 
v. 
A
F
S
C
M
E
 Council 4

，
 Local 3
8
7
，
 74
7
 A.2d. 4
8
0
 (2仰

0).緩
や
会
♂
'
ま
格
仰
や
氷
議
室
室
~
己
記
￡
時
主
主
穏
緩
叫

8t美
穂
お
お

者
約

ξ~
-?.! 

~ J心
と
よ
設
が
I
'
Q
橋
忠
ま
ど
8
~
三

1憾
と
蓄
量
必
}
星
雲
l
~
~
J
~
~
主
義
史
料
込
~
拭
同
事
事
8
;と
待
合

J~とや~..3-.Jニ
小

1静
線
下
J
~

I'QO
+
Hラ〈砲事誕
Q

王
様
淳
書
~
迫
持

522堅
持
E寝
苦
是
正
己

t〈
ト
亡
デ
ト
~
1
寺
-

'入
-
8
~

草書..3-.J;;き
~
'

J
J
8
ム~'ç'~

l
と
燃
が
に
σ
~
本
今
年
!
盤
縫
い
崎
市
秘
主
t
:
\
.
.
，
;
l
況
判
ï
-
'
粉

々
ム

J_
j
い
'
て

1ト
亡
ト
ト
そ
'
1号:::--，入ー鰻!ぱ

8
4
ぎ
州
為
斡
-
Q
♂
兵
~
O

(3d) 
City of Hartford v. 

Connecticut State Bd. of Mediation &
 Arbitratio

目、
557
A
.
2
d
 J
 
2
3
6
 (1989). 

(;;j) 
Board of Trustees of C

o
m
m
u
n
i
t
y
 College Dist. 

NO.508 v. 
C
o
o
k
 C
o
u
n
t
y
 Coll
巴
ge
T
巴
achers
U
n
i
o
n
，
 Local 
1600
，
 38
6
 N.E.2d 47 

(1
979). 

(&:)) 
Scranton Federation of Teachers

，
 Local 
1147 v. 
Scranton 
Schoo1 Dis

t.， 
4
4
4
 A.2d 1144 (1

982).
譲
縫
A
)
，
_
jν
:
1
1
'
穏
i建
設
K
ム
ム
J

短
絡
主
主
お
E霊
法
8
~
二
宮
室
定
地
~
!
J
.
索
令
I
'
Q
幸
三
号
S
ï-'今~I'QÀ)，_j

ν
て
ト
p

ト
~
1
寺:::--，入{鎖国今年Jrお

{
辺
J
ν
二
時
。



こ
の
点
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
佐
伯
祐
三
「
ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け
る
不
利
益
処
分
(
二
・
完
)
」
姫
路
法
学
一
一
二
号
五
五
夜

(
部
)
以
下
。

(
制
)
身
分
保
障
制
度
上
の
不
利
鎌
処
分
、
不
当
労
働
行
為
、
差
別
等
の
問
題
を
含
む
も
の
で
な
い
限
り
、
連
邦
公
務
員
労
働
関
係
庁

(
F
L
R

A
)
の
審
査
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
お
ピ
ヨ
山
内
〉
・
明
コ
出
(
陪
)
(
}
)
)
。
連
邦
公
務
員
制
度
に
お
け
る
、
紛
争
類
製
ご
と
の
不
服
申
立
等
の
子
続

を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
国
吉
ロ
ユ
待
問
}rcEP
皇
、
吉
田
。
同
町
戸
七
お
き
・

(
部
)
身
分
保
障
を
有
す
る
被
用
者
に
対
す
る
勤
務
評
定
に
基
づ
く
不
利
益
処
分
(
仙
台
∞
・
内
・
〉
・
ヂ
お
臼
)
及
び
、
免
職
、
十
凶
日
以
上
の
停
職
、

降
格
、
減
給
、
三
十
日
以
下
の
出
動
停
止

q
d
-∞
・
内
〉
・
叩
叶
2
M
)

で
あ
る
。

(
剖
)
条
文
上
は
、
仲
裁
人
が
従
う
べ
き
基
準
と
し
て
、

M
S
P
B
の
判
断
が
支
持
さ
れ
る
積
極
的
姿
件
を
示
す
(
円
)
(
】
)
の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
消
極
的
要
件
で
あ
る
(
n
X
Gも
当
然
含
ま
れ
る
と
い
う
の
が
判
例
の
解
釈
で
あ
る
、
内
c
s
n
z
z
m
〈・

2
z
F
お
凶
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色
・
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ア
お
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1
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さ
(
芯
∞
凶
)
・
仲
裁
判
断
に
お
い
て
協
約
上
の
手
続
違
反
が
(
処
分
の
結
果
へ
の
影
響
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
)
「
重
大
な
誤
り
」
に
該
当
し
う
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
結
論
と
し
て
は
救
済
内
容
が
法
律
上
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て

裁
定
を
破
棄
し
た
事
例
。
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J
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町
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E
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